
スマート農業・畜産システム

背景および解決すべき社会課題

・農業・畜産の衰退
・ＴＰＰ締結による安価な外国農作物・畜産物の増加

【社会課題】 【背景】

(1) 食の安定供給

(2) 食の安全・安心

(3) ６次産業化

・天候不順や死廃と病症事故の増加
・農業及び畜産従事者の高齢化・後継者不足による担い手不足

・農薬や放射能汚染等有害物質に対する不安
・家畜の感染症や生産病の増加

ＮＭＥMＳ技術研究機構

勘と経験に頼った農業・畜産からの脱却

農業・畜産のスマート化

・ＴＰＰ締結による安価な外国農作物・畜産物の増加

【(1)食の安定供給】
・マイクロ環境制御による農業の
収率向上

・畜産の生産性の向上

【(2)食の安全・安心】
・農薬を使用しない農業
・家畜の感染症や生産病等の早期発
見、予防

【(3) 6次産業化】
・生産、加工、販売、管理のシステム化
・植物工場、家畜の健康管理システム
の輸出

解決方法

実現方法



0

開発内容

獣医、受精師

異常検知受胎適期検知

畜産家、集約農家

自宅での管理
屋外での管理

事務所での管理

生産者

ネットワーク

85,300

5,840 2,810

牛 豚 鶏

飼養戸数

６次産業化

マイクロ環境制御

スマート農業・畜産システム

ＮＭＥMＳ技術研究機構

(3)センサ活用次世代
健全肥育システム

(2)センサ活用次世代
繁殖農家システム

肥育モニタリング発情モニタリング

スマート化

(1)センサ活用マイクロ環境
制御型次世代植物工場

マイクロ環境モニタリング

飼養戸数

飼養戸数データ：『畜産統計(平成24年2月1日現在）』(農林水産省統計部）

農業では環境の影響を排
除できる植物工場を選定

畜産では飼養戸数の最も
多い乳用牛・肉用牛を選定


